
　近年、豪雨・台風等の異常気象が年々増加傾向にあ
り、農地等への直接の被害に加え、湿害等による農作物の
収穫へも影響が出ております。過酸化水素誘導品の農業
分野への展開として、悪天候等により
劣化した土壌中への酸素
供給を通じ、湿害対策とし
て農作物の育成環境を改善
するなど、健全な生育を促
進する「酸素供給剤」をお
客様に提供しております。
農地を汚染することのない、
環境重視型の製品です。
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未来を創るための戦略の実践

保土谷化学グループのサステナビリティ
未来を創るための戦略の実践

持続可能な未来につなげる環境配慮型の製品・技術

基本的な考え方

　保土谷化学グループは、「PURPOSE（経営理念）」「VISION（目指す企業像）」に従い、中長期的に持続可能な地球・
社会の実現に向けた責任を果たすため、「経済利益の追求と社会課題の解決を両立させ、全てのステークホルダーに価
値を提供する」ことを基本とし、サステナビリティ活動を積極的に推進しております。

■ サステナビリティの方針
　保土谷化学グループは、サステナビリティを巡る課題
について、包括的な方針として「サステナビリティの方針」
を策定し、各課題に対する基本的な考え方と関連方針等
を記載しております。
　「地球環境保護・改善への取り組み」については、1997
年にレスポンシブル・ケア（RC）実施宣言を行い、化学
企業として積極的・継続的に取り組んでおります。同時
に、「自然災害等のリスク管理」「公正・適正なサプライ
チェーンの構築」「働きがいが実感できる人材マネジメン
ト」「人権の尊重」といった課題についても、制定済みの
方針や規程類により、着意を持って取り組んでおります。

理念体系

VISION【目指す企業像】

サステナビリティの方針

地球環境保護・改善への取り組み

自然災害等のリスク管理

公正・適正なサプライチェーンの構築

働きがいが実感できる人材マネジメント

人権の尊重

PURPOSE【経営理念】

■ サステナビリティ推進組織
　サステナビリティに取り組む組織として、「サステナビリ
ティ」を「CSR」「ESG」「SDGs」を包括した上位概念と捉
え、「サステナビリティ推進委員会」を設置しております。
「サステナビリティ推進委員会」には、環境・安全・品質
保証について討議する「RC・QM分科会」に加え、具体
的な課題対応のため「地球環境分科会」「TCFD分科会」
を設置しております。委員会での討議内容は、定期的に
取締役会および経営会議に付議・報告し、承認を得てお
ります。

■ ステークホルダーとの価値協創
　保土谷化学グループは、株主・投資家の皆様、お客様、
お取引先様、地域・社会、役職員といった従来のステー
クホルダーの皆様に加え、地球環境もステークホルダー
の一員と考えております。全ての皆様との価値協創が、
経営理念に基づく企
業活動や社会課題
の解決に必要不可
欠と考え、さまざま
な取り組みを推進し
ております。

ステークホルダー 基本的な考え方

地球環境 事業活動に伴い、私たちの地球に排出される全ての化学物質の排出量ならびに廃棄物の発生量を継続的に低減させることは、 
化学メーカーの重要な責務と捉え、継続的な改善に取り組んでおります。

株主・投資家 皆様からの信頼を将来にわたって維持・向上させるため、経営の健全性・適法性の確保、効率性の向上を経営の最重要課題の一つと 
位置づけ、コーポレート・ガバナンスの充実、強化に取り組んでおります。

お客様 安全で信頼できる製品を安定供給するのはもちろんのこと、安心・安全・快適で豊かな暮らしを目指し、お客様の期待にお応えできる 
新しい製品・サービスの提供に取り組んでおります。

お取引先様 原材料および商品・委託製品のみならず、設備機器の購入にあたっても、保土谷化学グループの良きパートナーとして、社会課題への 
対応をともに進めております。

地域・社会 事業活動を営んでいく上で、コミュニティの持続的発展への貢献を企業市民として重要な活動と考え、さまざまな地域貢献活動に取り組んで 
おります。

役職員 保土谷化学グループの「PURPOSE（経営理念）」「VISION（目指す企業像）」を実現し、企業価値を高めるため、「役職員全員が働きがい 
（仕事のやりがい＋働きやすさ）を実感できる」ことを目指しております。

保土谷化学グループのステークホルダー

　「天然色素」は、自然界に存在する天然由来の素材を
用い、人の安全や環境に配慮された製品です。
　食用色素は、食品に彩りを添え、私たちの食生活を豊
かにしております。また、一部の製品は「ハラール認証」
も取得しており、イス
ラム圏のお客様からの
ご期待にも応えてまい
ります。
　さらに、食品用途に
限らず、工業用途への
展開も進めております。

　過酸化水素は、従来の
紙パルプの漂白や工業薬
品向けのほか、土壌汚染
対策として化学酸化分
解工法における酸化剤
の材料としても使用され
ております。汚染土壌に
酸化剤を注入、もしくは攪拌することで、土壌中の油分
を直接的に酸化分解することができます。
　分解すると水と酸素になる過酸化水素は、環境に優し
いクリーンな化学品として活用されており、今後もさらな
る用途展開が期待されます。

  天然色素

  酸素供給剤（農業資材）

  過酸化水素

　剥離剤や塗料、コー
ティング材の原料であ
る「オクタデシルイソシ
アネート（ODI）」は、
植物油脂を原料とし
ており、世界各地のお
客様からのニーズにお
応えしております。
　植物由来のため、気候変動の原因と言われている環境
中のCO2発生量の増加を抑制しております。
　また、2024年4月には、RSPO認証※を取得しております。

※RSPO：持続可能なパーム油のための円卓会議

　ポリウレタン原料のポ
リオールの一種である
「PTG」は、“弾性繊維”
などの原料として欠く
ことのできない材料で
す。保土谷化学では、
主原料を石油系から
植物由来に切り替える

ことで、環境に配慮しながら、従来と同等の品質を保つ
「バイオPTG」を日本で初めて開発・販売しており、10年
以上の実績があります。さらに、植物由来の特殊品の開
発も進めております。

  バイオPTG（樹脂材料）

  ODI（ホスゲン誘導体）

　過酸化水素の誘導品である過酢酸製剤「オキシアタック」
（食品向け除菌剤）を2017年に上市しております。野菜
や果実、食肉への強力な除菌効果を持ちながら、使用後
は酢酸と水に分解され、塩素も発生しない環境重視型製
品としてお客様から好評を得ております。

  過酢酸製剤
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